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「インフラ整備状況調査、庁内アンケートから明らかとなった課題」を解決するための施策

の方向性について、その内容によって分類すると次のように整理される。 
 
 

x ブロードバンド未整備地域の解消 
x 高齢者へのインターネット利用対策 

 
x 市ホームページの改善 
x インターネット経由での申請、証明発行 
x 施設予約・空き状況確認システムの導入 
x 電子メールによる情報発信 

 
x 防災・防犯情報の提供 
x 医療・福祉・子育て情報の提供 

 
x 住民情報、行事情報等の庁内での共有 
x 各種システムの操作性・機能向上 
x 意思決定、庁内事務の迅速化・効率化 
x 既存システムのさらなる活用 

 
すなわち、地域情報化の基本的方向性（「地域情報化を進めることによって、何を解決し、

何を実現していくか」の大まかな方向性）を次のとおり提示する。 
１．誰もが情報化の恩恵を享受できる情報化推進基盤の整備 

２．電子市役所の推進による便利さを実感できる市民サービスの実現 

３．安全・安心な市民生活の実現 

４．行政事務の高度化・効率化 

 また、近年、多くの地域において、課題解決のために地域一体となったが取り組みが始まっ

ている。下野市においても３町が合併した一体感の情報は重要な課題の一つであり、従前の行

政界を越えた様々な活動を検討・展開することで効果を挙げるとも考えられる。したがって、

地域情報化の基本的方向性として次の項目も提示する。 
５．地域の一体感の醸成と市民協働のまちづくり 

 
※ なお、今回提示した「基本的方向性（一次案）」は、現段階で明らかとなっている課題から抽

出・整理したものであり、今後の情報化推進委員会での討議、市民アンケート結果、企業・

団体インタビュー等を通して内容の拡充・修正を行っていく。 

以上

資料５ 

地域の情報格差を解消し、全

ての市民が情報化の恩恵を

受けられるようにする 

市民が求めるレベルに対応

した高度なサービスを提供

する 

IT 技術の進歩を踏まえ、庁内
での情報共有、業務効率化を

推進し、組織力を発揮する 

市民生活の多様化、社会情勢

の変化を踏まえた安心・安全

な地域社会を構築する 

（これまでに明らかとなった課題） （課題解決に向けた施策の基本的な方向性） 
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【プラン（案）の作成】
基本構想（案）の策定
基本計画（案）の策定
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